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はじめに
この文書は、 および に関する の専門知識と、これらの製品をご使用のお客様の環境と目標における経験に基づいて、WebSphere MQ  MQSeries  IBM IBM 
の推奨としてご提供するものです。この文書の提案する内容を採用されるかどうかは、お客様ご自身の判断となります。 には、個々のWebSphere MQ  

の実装環境によって、事情が異なる可能性のあるエリアがいくつかあり、専門家の意見が分かれる場合があります。WebSphere MQ 
この文書をお読みいただいている皆様の、WebSphere MQ 
に関する理解が深まれば、いずれの提案を採用すべきかをご自分で判断できるようになり、また、ご使用の環境に 適な独自の判断ができるようになるでしょう。

本書は、システム・アドミニストレーター、および WebSphere MQ 
ネットワークのサポートを担当する方々に使用されることを想定しています。本書によって、以下のようなメリットを提供したいと考えております。

管理プロセスの一貫性

アプリケーション可用性の 大化

初心者が間違いやすい問題の回避を支援

の専門家をめざす皆様への初期段階の支援WebSphere MQ 
プロジェクト全般のスムーズなスタートおよび成功を支援WebSphere MQ 

本書で提供される情報の多くは、 およびMQSeries  WebSphere MQ 
のバージョンに関係します。ご使用のバージョンのマニュアルを参照し、パラメーターがサポートされているかどうかご確認ください。
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チャネル・アーキテクチャー (説明)
この図は、WebSphere MQ 
のチャネル・アーキテクチャーを表しています。このプレゼンテーション全体を通して、この図を使用してチャネルに関するさまざまなトピックをご説明します。

この図は、アプリケーションが リモート・キュー定義を介して、または明示的にアドレスを指定して ( ) 
メッセージを書き込む状況を表しています。メッセージはトランスミッション・キューに書き込まれ、リモート・システムに送信されます。この図では、QM1 
がローカル・システムで、 がリモート・システムです。トランスミッション・キューを処理する送信側QM2  MCA 
はキューからメッセージを取り出し、チャネル定義で指定された通信プロトコルを介してメッセージを送信します。受信側 MCA 
はメッセージを受信し、適切なターゲット・アプリケーション・キューにメッセージを書き込みます。この MCA のペアをチャネルと呼んでいます。
この図は大変うまくいくように見えますが、どのような問題が発生する可能性があるでしょうか?
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QM1 (ローカル) QM2 (リモート)

MCA MCAメッセージの流れ

チャネル

トランスミッション・キュー

アプリケーション・キュー

チャネル
再試行

チャネルの終了 - リモートのキュー・マネージャーの停止
メッセージ転送不能 - キューが無効または満杯

メッセージ
再試行

デッド・レター・キュー
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ネットワーク障害

パフォーマンス

トラブルの起こるポイント
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トラブルの起こるポイント 説明 ( )
このスライドは、今日の内容の目次のようなものです。トラブルの発生する可能性のあるいくつかのポイントの概要を簡単に理解した後で、それぞれについて詳細に説明します。

チャネルは終了することがあります。これは例えば、リモート・キュー・マネージャーの停止などが原因として考えられます。

このような問題の場合、チャネル・イニシエーターを使用してチャネルを再試行することにより、リカバリーできます。

メッセージ送信ができない場合もあります。これはアプリケーション・エラー、例えば指定されたキューが無効であるなどが原因である場合があります。

 また、キューが満杯であるなどのシステム問題が原因である可能性もあります。
このような問題の場合、 後まで続行するにはデッド・レター・キューを使用するか、メッセージ再試行機能を利用します。

ネットワーク障害が発生する可能性もあります。障害のタイプに応じて、ご使用のチャネルに適した方法で、障害を検出しリカバリーします。

パフォーマンスが問題となる場合もあるため、いくつかのパフォーマンス上の考慮事項についても説明します。
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QM1 (ローカル) QM2 (リモート)

MCA MCAメッセージの流れ

チャネル

トランスミッション・キュー

アプリケーション・キュー

ネットワーク

チャネル
再試行

チャネル再試行

チャネル・イニシエーター

チャネル・イニシエーターが稼働していることが 必要 

DEF CHL ....
SHORTRTY(10) SHORTTMR(60)
LONGRTY(999 999 999) LONGTMR(1200)

© 2003 IBM Corporation

IBM Software Group  |  WebSphere software

 N 

 O 

 T 

 E 

 S 

チャネル再試行 説明( )
チャネルが確実に稼働中であるようにするための「間違いのない」メカニズムは、WebSphere MQ
が、障害後にチャネルを再始動するようにすることです。これをチャネル再試行  (Channel Retry) 
と呼んでいます。チャネル再試行は、送信側のチャネル・タイプ、つまり送信側チャネル、サーバー・チャネル、またはクラスター送信側チャネルで使用できます。

すべての送信側チャネルは、適切な再試行値を使って構成する必要があります。また、再試行メカニズムを使用するには、チャネル・イニシエーターが稼働している 必要があります。
再試行値には、ネットワークの問題が解消するのに十分な時間を指定する必要があります。

例えば、 分間の再試行時間は決して十分であるとはいえないでしょう。使用できる再試行値には、 短期再試行と 長期再試行2 SHORTRTY ( )  LONGRTY ( ) 
の つがあります。 は、再試行の時間が短く頻度が多い場合、つまり何らかの一時的な停止のために通信相手への再接続を試みる場合に使用されます。2 SHORTRTY 

は、再試行の時間が長く頻度が少ない場合、つまり、チャネル停止の原因が、単なる一時的な停止とはいえない問題である場合に使用されます。LONGRTY 
の時間は、障害対応に十分な値を指定する必要があります。LONGRTY 

メッセージの転送が不成功のまま、一連の再試行が終了してしまった場合、手作業でチャネルを再始動しなければならなくなるためです。
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QM1 (ローカル) QM2 (リモート)

MCA MCAメッセージの流れ

チャネル

トランスミッション・キュー

アプリケーション・キュー

ネットワーク

デッド・レター・キュー

デッド・レター・キューデッド・レター・キュー

以下のようなメッセージの保管場所:
宛先誤り

権限エラー

サイズが大きすぎる
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デッド・レター・キュー 説明( )
キュー・マネージャーにデッド・レター・キューを定義することを強くお奨めします。

デッド・レター・キューが定義されていない場合、無効なキュー名の指定など単純なアプリケーション・プログラミング・エラーによって、チャネルが停止します。

複数の異なるアプリケーションが同じチャネルを使用する場合には、これは明らかに許されない状況です。

デッド・レター・キューは、チャネルのどちらの側でも使用される可能性があります。 
送信側では、メッセージが大きすぎてチャネルが停止してしまう場合に、デッド・レター・キューが使用されます。

これはメッセージ・サイズが、チャネルに対して定義されたメッセージのサイズを超えた場合に発生します。この場合、メッセージはトランスミッション・キューに残ったままになります。

受信側では、メッセージをターゲット・キューに書き込む ことができない場合に、デッド・レター・キューが使用されます。 (PUT) 
これにはさまざまな理由が考えられますが、一時的な問題である場合もあります。

メッセージ再試行パラメーターチャネルごとに定義します、およびメッセージ再試行出口は、このようなケースに対応できるよう設計されています。( )
メッセージ再試行については後ほどご説明します。チャネルのどちらの側であれ、デッド・レター・キューの使用は、メッセージの転送の順序に影響を与えます。

一連のメッセージの一つに何らかの問題があった場合は、このメッセージはデッド・レター・キューに入れられ、メッセージ・シーケンスの転送は中断されます。

いくつかの「怠惰な」アプリケーションは、送信したときと常に同じ順序でメッセージが転送されることを要求します。

このようなアプリケーションは、デッド・レター・キューを定義しないことを要求します。

デッド・レター・キューを定義しないと、結果的に、チャネル上の「悪い」メッセージがチャネルを停止させると、すべてのアプリケーションがメッセージを受信できなくなります。

このため、インストール時に必ずデッド・レター・キューを用意し、アプリケーションはメッセージが誤った順序で転送される場合にも対応できるように変更することを強く推奨します。

この変更は難しいものではありませんし、カウンターとして相関 を使用したり、 次キューの使用、またはメッセージのグループ化の使用など、さまざまなテクニックがあります。 ID 2 
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MCA MCAメッセージの流れ

チャネル

トランスミッション・キュー
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DEF CHL ....
MRRTY(10) MRTMR(1000)
MREXIT(msg-retry-exit-name) MRDATA()

出口

メッセージ
再試行

ネットワーク
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メッセージ再試行 は、デッド・レター・キューを定義せずに稼働する場合には特に、使用することを検討してみてください。 (Message Retry) 
メッセージ再試行メカニズムは、出口 ありでも出口なしでもどちらでも使用できます。 (EXIT) 
出口を使用しない場合、受信側 は、再試行のインターバルごとに失敗した書き込みを単純に再試行します。 MCA
再試行の間隔の値および再試行の回数の値は、チャネル定義により決定されます。

出口を使用する場合、出口ルーチンにはこれらの数値が渡されますが、値を変更することができます。

メッセージ再試行メカニズムで出口を使用することにより、より高度な障害対応ができます。

例えば、メッセージをターゲット・キューに書き込むことができなかった場合に、メッセージをリダイレクトすることができます。

出口を使用することにより、再試行を実行するかどうかをメッセージごとに決定できます。

メッセージ再試行は現在、 z/OS ではサポートされていません。

メッセージ再試行 説明( )
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もう、

システ
ム・
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スを

使わな
い

DEF CHL .... DISCINT(6000)
トリガーとの組み合わせ
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切断インターバル 説明( )
切断インターバル 、すなわち (Disconnect Interval)  DISCINT 
は、送信側のタイプのチャネルに関するチャネル属性で、送信するメッセージがない場合でもチャネルをどのくらいの時間稼働させておくかを制御するのに使用されます。

いくつかの基準によって、設定する値は変わります。

使用しているチャネル数およびシステム・リソースの重要度

使用するネットワークの信頼度

通信セッションにかかる費用

望ましい値は、通信相手へのメッセージ送信の平均的な間隔よりも長い時間です。つまり、その相手に送信すべき仕事がない場合に、チャネルを切断することを意味します。

チャネルに切断インターバルを使用する場合、チャネルを再始動させるトリガーと組み合わせて使用するべきです。

こうすることにより、チャネルは実行するべき仕事ができた時には自動的に始動し、実行するべき仕事がなくなった場合は自動的に終了します。
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ハートビート

TCP/IP キープアライブ
MCA の切り替え
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ネットワーク障害説明 ( )
チャネルにネットワーク障害がレポートされると、チャネルは終了します。ネットワーク障害がチャネルにレポートされなければ、チャネルは終了しません。

この場合、チャネルはネットワーク障害を検知しない可能性があります。

チャネルは、ネットワーク障害のレポートを低レベルの通信プロトコルの関数に依存しています。

例えば、 チャネルの休止状態は、 の コールに依存します。RECEIVER TCP/IP  recv() 
recv() コールからリターンがない場合、チャネルは通信相手への接続が切れたことを認識しません。
MCA に関する以前の問題の つに、通信プロトコルが必ずしも適切なタイミングでエラーを戻さないため、1
実際にネットワーク障害が発生した際に、タイムリーな方法で障害を認識できなかったことがあります。

特に、この点に関しては よりも TCP/IP  LU6.2 のほうがはるかに優れていました より複雑なプロトコルです。 ( )

のさまざまな機能拡張により、状況は大幅に改善されました。次に、そのうちのいくつかについてご紹介します。MCA 
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ネットワーク

ハートビート

トランスミッション・キューが空

ハートビート応答

DEF CHL .... HBINT(300) バッファーの解放

キューのクローズ
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ハートビート 説明 ( )
ハートビート・インターバル すなわち (Heartbeat Interval)  HBINT 
は、送信するメッセージがない場合に、チャネルの受信側に問題がないかを送信側が検査する頻度を制御するチャネル属性です。

値はチャネルの両側で秒単位で指定でき、チャネルの始動時に、使用すべき適切な値をチャネルの両側でネゴシエートして取り決めます。

双方の指定された値のうちどちらか少ないほうのインターバルになります。片側または両側で ハートビートなし が指定された場合、 も少ない値なので、この値が選択されます。 0 ( ) 
デフォルトでは、チャネルのハートビート・インターバルは 秒 分に定義されています。ネットワークにあまり影響を与えないように、比較的高い値が設定されています。 300  (5 ) 
実際には、 秒程度が適切である場合が多いでしょう。60 
ハートビートは、実際には、受信側 が使用可能であるかを検査するために受信側 に送信する短いメッセージです すなわち 中の 。 MCA  MCA  (  MQGET  CLNTCONN)
これは、ハートビートの少ないほうの秒数の間、チャネルで他のアクティビティーが実行されていない場合にのみ送信されます。このメッセージで つの問題が解決します。 2 

まず送信側 では、いつまでも を続けるのではなく、ネットワークから直ちにエラーが戻されます。 MCA  MQGET 
また受信側 では、キュー・マネージャーが終了していないかチェックするなどの処理を行ってから応答を送信することができます。 MCA 
さらに、このチャネルは常時メッセージを転送しないものなので、ストレージのキャッシュおよびキューを保持する必要はありません。

そのため、ハートビート時に、チャネルは不要なストレージ・バッファーやメッセージ・エリアを解放し、キャッシュ・キューをクローズします。

従ってパフォーマンス面を考えると、ハートビート値は小さ過ぎないほうがよいでしょう。

しかし、ハートビート値が小さくても、チャネルがビジー状態であり続けた場合、ネットワーク・トラフィックを増加させるようなことはありません。

秒おきにチャネルにメッセージを送信するようなアプリケーションを考えてみてください。2 
秒とするとハートビート値としては小さい値ですが、常に送信すべき実際のメッセージがあるはずですから、ハートビートが送信されることはありません。3  
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チャネル

トランスミッション・キュー

アプリケーション・キュー

ネットワーク

受信待ちタイムアウト

DEF CHL .... HBINT(300)
MQRCVBLKTO: +60
RCVTIME=+60

+60

recv()

ネットワーク待ち時間を反映すべし
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受信待ちタイムアウト 説明 ( )
先ほどご説明したように、送信側チャネルが定期的にハートビート・メッセージを送信するのに使用するハートビート・インターバルは、

チャネルの両側でネゴシエートされる値であるため、双方がその値を知っています。

ハートビートがなければ、メッセージの到着は確定的なものではないため、次のデータがいつチャネルに到着するかを受信側は予測できません。

しかし、ハートビートがある場合、受信側は、ハートビート・インターバル時間内にメッセージまたはハートビートが到着することを「知っています」。

時間内に到着しない場合は、通信セッションは切断していることになります。そこで、これは ネットワーク障害を検知する基本として使用されます。 TCP/IP 
チャネルの場合、このタイムアウトは コマンドの応答待ちの間にも使用されますCLNTCONN  MQI  

( が 上にあって、ハートビートのクライアント・バリアントをサポートしない場合を除く 。SVRCONN  z/OS )
受信側が実際にタイムアウトになるのは、デフォルトでは、ハートビート・インターバルが 秒未満の場合はハートビート・インターバルの 60  
倍の時間が経過したとき、またはハートビート・インターバルが 秒以上の場合はハートビート・インターバル2  60  

秒経過してもデータ受信がない場合に、通信障害が発生したと想定します。+60
この数字は、実際には、環境変数 を変更して、分散プラットフォームでネットワークの待ち時間を反映するよう調整できます。 MQRCVBLKTO 

という環境変数もあります。この変数を使用すると、ハートビートに基づいてタイムアウトを計算する場合に使用する 小値を設定できます。MQRCVBLKMIN 
では、 でタイムアウトの条件を設定するには 属性のV5.3.1 z/OS  XPARM  RCVTIME を使用して動作を設定します。 小値を設定するには RCVTMIN 

を使用します。

従って、値が小さいと迅速に障害検出ができますが、チャネルの負荷が低い場合は、ネットワーク・トラフィックおよび リソースに関してコスト高になります。 CPU 
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QM1 (ローカル) QM2 (リモート)
MCA MCA

チャネル

トランスミッション・キュー アプリケーション・キュー

ネットワーク

送信の保証

メッセージ

確認フロー

メッセージ

未確定

チャネル

同期データが両側でディスクに書き込まれる

ネットワーク障害後の再同期が可能

未確定状態のメッセージ群バッチ は、クラスタリング・アルゴリズムによる再割り当てはできない ( ) 
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送信の保証説明 ( )
この図は、一群のメッセージを転送しているチャネルの両側を示しています。

が一群のメッセージの 後にディスクにデータを書き込む方法に注意してください。これはメッセージ群が回復可能な場合にのみ実行できます。MCA 
書き込まれるデータには、すべてのメッセージを取り出すために、送信側が使うトランザクションのトランザクション が含まれます。 ID 
送信側から通信相手に「確認 」フローが出されると、応答を受け取るまで「未確定 」状態になります。 (confirm)  (indoubt)
つまり、チャネルの送信側は、メッセージ群が正常に送信されたかどうかわかりません。

もしもこのフェーズで通信障害が発生すると、チャネルは未確定のまま終了します。

通信相手に再接続する場合、その相手に対し未確定であったことがデータ・ストアから通知され、前のメッセージ群が送信されたかどうかを今度のチャネルで確認します。

相手から送信された回答を使用して、チャネルはトランスミッション・キューのメッセージをコミットするかロールバックするかを判断できます。

この同期データは、DIS CHSTATUS(*) SAVED コマンドを発行することにより表示できます。チャネルの両側で、同じ値が表示されるはずです。
未確定時に、チャネルを再始動すると、チャネルは自動的に未確定を解決します。しかし、同じ相手と通信する場合に限ります。

チャネル属性が変更された場合や、別のキュー・マネージャーが IP 
アドレスを引き継いだ場合、または同じトランスミッション・キューを処理する別のチャネルを始動した場合には、チャネルは直ちに終了し、

異なるキュー・マネージャーで未確定のままであることを知らせるメッセージを表示します。

ユーザーは正しいキュー・マネージャーに対してチャネルを始動し、 コマンドを出して手動で未確定を解決する必要があります。RESOLVE CHANNEL 
この場合、COMMIT または の正しいアクションを選択するために の結果を使用しなければならないことに注意してください。BACKOUT  DIS CHS(*) SAVED 
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QM1 (ローカル) QM2 (リモート)
MCA MCA

チャネル

トランスミッション・キュー アプリケーション・キュー

ネットワーク

バッチ・ハートビート

DEF CHL .... BATCHHB(500)
後の通信からの経過時間がインターバルより長い場合、ハートビート・フローが送信される

メッセージ

確認フロー

確認応答

ハートビート応答

メッセージ

Channel 
Indoubt

コミットされたメッセージ{

ネットワークの安定性を反映すべし

ハートビート・フロー
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バッチ・ハートビート 説明 ( )
未確定で終了するチャネルに関する問題は、クラスタリング・アルゴリズムで発生します。

クラスタリング・チャネルが異常終了した場合、このチャネルによって送信される予定だったメッセージは、

別のチャネルおよびターゲット・クラスター・キューの別のインスタンスに再割り当てされます。

しかし、受信側チャネルがメッセージを受け取ったのかどうか送信側チャネルが確定できないメッセージ群の一部である場合は、再割り当てされません。

チャネルが未確定状態で終了する可能性を低くするために、チャネル・プロトコルに新たなフローが追加されました。このフローはバッチ・ハートビートといいます。

バッチ・ハートビート・フローは、メッセージ群の送信後に送信されますが、チャネルが自分を未確定状態として確認フローを送信する前です。

チャネルの受信側から応答を受信すれば、バッチ・メッセージが完了したことがかなり確信できます。

ここで受信側チャネルを終了して未確定状態にする非常に小さなウィンドウができます。

バッチ・ハートビート・フローを使用しない場合は、このウィンドウはもっと大きなサイズ 後に相手からフローを受信した時までのデータ・サイズ になります。 ( ) 
このバッチ・ハートビート・フローを送信するかどうかを判断するために、相手から 後にフローを受信した時間に着目します。

この時間が、チャネルの パラメーター で指定されたインターバルより長い場合、フローを送信します。 BATCHHB  (BatchHeartbeat) 
短い場合は送信する必要がありません。従って、指定するインターバルは、ネットワークの安定性を反映したものにします。このインターバルは、ミリ秒で指定します。
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QM1 (ローカル) QM2 (リモート)

MCA MCAメッセージの流れ

チャネル

トランスミッション・キュー

アプリケーション・キュー

ネットワーク

TCP/IP キープアライブ

QM.INI KEEPALIVE=YES
XPARM TCPKEEP=YES

OOB OOB パケットパケット

パケットパケット Ack Ack

DEF CHL ... KAINT(360) (z/OS のみ)
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TCP/IP には、ネットワーク障害を認識可能な、キープアライブと呼ばれる独自のハートビート・プロトコルもあります。キープアライブを使用されることを推奨します。
これは z/OS 上のみ、チャネル・パラメーターとして構成可能で、チャネルごとに個別タイムアウト値を持たせることも、単純にシステム値を使用することもできます。
このチャネル・パラメーターは、使用前に でキープアライブが有効になっていることが前提です。 TCP/IP 

キープアライブは、すべてのプラットフォームで、 のキュー・マネージャー・ベースで、 ファイルに相当するもので構成されます。WebSphere MQ qm.ini 

この場合、タイマーおよびカウンターとして使用される実際の値が、そのマシン上の スタック全体に対して設定されます。 TCP/IP 

標準的な値では、デットワーク障害はデフォルトである 時間後に通知されます。この値は 2  WebSphere MQ 
環境にとってはおそらく大きすぎますが、同じマシン上の他のアプリケーションもキープアライブを使用したい場合があるため、異なるアプリケーションの要件を満たす妥協値をとる必要があります。 

お手持ちの TCP/IP マニュアルを参照して、キープアライブの構成方法を確認する必要があります。

の場合は、AIX  "no" コマンドを使用します。HP-UX の場合は、 コマンドを使用します。"nettune" Windows NT の場合は、レジストリーを編集する必要があります。

の場合は、z/OS TCP/IP PROFILE データセットをアップデートして、 セクションで パラメーターを追加変更します。 TCPCONFIG  INTERVAL /
注: では、z/OS TCP/IP APAR PQ75195 の適用を推奨します。

ハートビートおよび受信待ちタイムアウトを使用すれば、チャネルの両側が両オプションをサポートしている場合は、キープアライブを使用する必要はありませんが、

さらにキープアライブも併用することもできます。

ハートビートおよび非ブロッキング読み取りをサポートしていない WebSphere MQ システムと通信する場合には、キープアライブを使用するべきです。
チャネルに対しては、クライアント・ハートビートが使用可能である場合でも、 中しか使用されないため、キープアライブの使用を強くお勧めします。SVRCONN MQGET  

キープアライブ 説明TCP/IP  ( )
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QM1 (ローカル) QM2 (リモート)

MCA MCAメッセージの流れ

チャネル

トランスミッション・キュー

アプリケーション・キュー

ネットワーク

MCA の切り替え

recv()

チャネル
再試行

切り替え

QM.INI AdoptNewMCA, AdoptNewMCATimeout, 
AdoptNewMCACheck
XPARM ADOPTMCA, ADOPTCHK
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の切り替え 説明MCA  ( )
例えば、通信エラーなどでチャネルが失敗した場合、チャネルの両側が同時に障害を検出するという保証はありません。

多くの場合はチャネルの送信側がソケットを介してメッセージの送信を試みるため、送信側が先に障害を検出します。

通常、送信側はターゲットとなるキュー・マネージャーへの再接続を試みます。

ターゲット・マシンに接続されると、キュー・マネージャーは、そのロケーションからその名前で稼働しているチャネルがすでに存在していると認識します。その結果、新たな接続は拒否されてしまいます。 
AdoptNewMCA を構成することにより、新たな接続が到着して、同一ネットワーク・アドレスおよび同一キュー・マネージャーより同じ名前のチャネルがすでに存在している場合は、

既存のチャネルを終了し、新しいインスタンスで置き換えるようキュー・マネージャーに通知することができます。つまり、チャネル・インスタンスは新たな接続によって「切り替え 」られます。 (adopt)
またはそれに相当するもの では を使用の スタンザのさまざまな構成パラメーターで、乗り換えの振る舞いを多少変更することができます。QM.INI  (z/OS  XPARMS )  channels 

この方法で切り替えられる可能性のあるチャネル・タイプのリストの、切り替えを設定します。

AdoptNewMCA=SVR,SDR,RCVR,CLUSRCVR,ALL,FASTPATH
ADOPTMCA=YES/NO (z/OS の場合)

「切り替えられた」チャネルを適切に終了するまでと即時終了の間の待ちのインターバルを設定します。

AdoptNewMCATimeout=60
チャネル名はもちろん一致している必要がありますが、さらにネットワーク・アドレスおよびリモート・キュー・マネージャーの名前も同じものであること指定することができます。

これにより、ネットワーク上の別のマシンからの不正な接続が、すでに稼働しているチャネルを乗っ取ることを防ぐことができます。

「切り替えられた」接続と新たな接続の間で一致する必要がある属性を設定します。

AdoptNewMCACheck=QM,ADDRESS,NAME,ALL
ADOPTCHK=NONE/QMNAME/NETADDR/ALL (z/OS の場合)

27-28



© 2003 IBM Corporation

IBM Software Group  |  WebSphere software

考慮すべき問題

トランスミッション・キューでの到着速度は?
要求される応答時間は?
バッチ送信の所要時間は?
チャネルの始動時間は?

答えは環境によって異なります

アプリケーションの使用状況

オペレーティング・システムハードウェア/
ネットワークの帯域幅

メッセージ・サイズ

パフォーマンス
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バッチ送信のため、バッチ・インターバルを使用する

到着速度が完全なバッチの送信速度よりも少し遅い場合 
待ち時間が長くなる場合があるが、トータルのスループットは向上

常にチャネルを稼働状態にするため、切断インターバルを高く設定

チャネルの始動停止再始動の回数を削減/ /
ネットワークが「アクティブ・セッション」単位で課金されない場合、また MaxChannels のリミットを超えない限り

つのシナリオ3
トラステッド・バインディングを使用

「Capacity Planning Guides」を参照のこと
SupportPac MP00
SupportPac MP16

パフォーマンスを考慮した構成
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QM1 (ローカル) QM2 (リモート)

MCA MCA

チャネル

トランスミッション・キュー

アプリケーション・キュー

ネットワーク

バッチ・インターバル

メッセージのバッチの 小存続時間

DEF CHL .... BATCHINT(100)
回復可能なメッセージは BATCHINT の後に送信

メッセージ・フロー

バッチ・フローの終了

トランスミッション・キューが空

コミットされたメッセージ
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バッチ・インターバル 説明 ( )
トランスミッション・キューが空になり次第、回復可能なメッセージのバッチ送信は終了します。

これは、必要以上に長い回線応答時間およびディスク・アクティビティーの原因となります。

たとえば、アプリケーションがトランスミッション・キューに永続メッセージを つ書き込むとします。 3 
番目のメッセージが書き込まれる前に、チャネルが 番目のメッセージを検索することができます。2  1 

その結果、チャネルはバッチを完了し、 番目および 番目のメッセージは 回目のバッチによって処理されます。2  3 2
バッチに若干の遅延、例えば をつけ加えるだけで、 つのすべてのメッセージが半分のディスク・アクティビティーで、 BATCHINT (100) 3 1 
回のバッチで送信できることがあります。

ただし、少なくとも ミリ秒の遅延があるため、メッセージの送信に多少時間がかかると考えられることに注意してください。 100 
は非永続メッセージ に影響を与えることはありません。これらのメッセージは、同期点の外に書き込まれるためです。BATCHINT  NPMSPEED (FAST) 

アプリケーションは、通常、スピードが重視されるデータベース照会は非永続メッセージとして、また、さほどスピードは重視されないデータベース更新は永続メッセージとして送信します。

の実際の効果および価値は、 メッセージング・ネットワークおよび メッセージング・プロファイルに大きく左右されます。BATCHINT MQ  MQ 
マシン上のチャネル数が多いほど、節約可能なコストは大きくなります。  

に大きなメリットがあるかどうかを判断するのに役立つ つの方法は、効果的なバッチ・サイズを調べることです。BATCHINT  1
DISPLAY CHSTATUS コマンドを発行し、メッセージ数をバッチ数で割ります。
この数字が非常に小さい場合 から の間など、チャネルは つ つのメッセージごとにコミットを行う必要がありますが、これは非効率的であり、 (1  2 )  1  2 BATCHINT 
のメリットが得られるでしょう。

これは つの目安にすぎず、例えばすべてのメッセージが非永続である場合は は全く役に立たないことに注意してください。 1  BATCHINT 
もう一つ調べるとよいのは、チャネル・プロセスのディスク使用率です。

ディスク使用率が高い場合、 によりコストを節減し、全体的なスループットを改善できる可能性が高くなります。BATCHINT  
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プリロード済みのトランスミッション・キューの大量転送

大きなバッチ・サイズを設定する (デフォルト値 50 は適切です) 
あまり大きなメッセージを使用しない場合 (再送コスト)

BatchInt は 0 

シナリオ 1

確認フロー当たり、
より多くのメッセージを送信

大量のメッセージ・バッチを
再送するコスト
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シナリオ 説明 1 ( )
初のパフォーマンス・チューニングのシナリオは、プリロード済みのトランスミッション・キューでのメッセージの大量転送です。

このシナリオでは、メッセージを大量のバッチとして送信することで、 メッセージ当たりのバッチ処理の終了に要するコストを減らそうとしています。1
そのため大きなバッチ・サイズを使用して この場合、デフォルト値の が適切です、バッチ・インターバルを に設定します。 (  50 )  0 
このシナリオでは、すべてのメッセージはトランスミッション・キューにプリロードされているため、バッチをオープンしておく必要はありません。

メッセージ当たりのバッチ処理終了に要するコストを少なくするため 
つのバッチで送信しようとするメッセージ数と、ネットワーク接続が途中で中断された場合にバッチを全部再送するために必要なコストとのパフォーマンス上のバランスを取ることが必要です。1

非常に大きなメッセージを送信する場合は、バッチ・サイズを より小さくしてこのバランスをとる必要があるでしょう。 50 
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遅延処理のため少量ずつ転送

正確な数値は到着速度による

大きなバッチの実現を図る

適切な送信前の遅延時間を BatchInt で設定   例 分 : 1 
あまり大きな値を設定しないこと: 作業単位の時間が長くなるため。

シナリオ 2

確認フロー当たり、
より多くのメッセージを送信

受信側でメッセージが
使用可能になるまでの遅れ
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シナリオ 説明 2 ( )
番目のパフォーマンス・チューニングのシナリオは、遅延処理 のためにメッセージを少量ずつ転送する方法です。2  (deferred processing) 

このシナリオでは、メッセージのバッチ処理サイズを適切な大きさにすることで、メッセージ当たりのバッチ処理の終了に要するコストを減らそうとしています。

これにはバッチ・インターバルを使用します。メッセージはチャネルがメッセージを処理する速度よりも多少遅れて到着してきます。

多少長い時間バッチをオープンしておくことで、より多くのメッセージを一回のバッチで処理することができます。

回のバッチで何個のメッセージを送信できるかということと、回復可能メッセージは送信にかかる時間が多少長くなる1  
バッチが完了するまでターゲット・キューでコミットされないため、少なくともバッチ・インターバル分は遅くなる という事実との間でパフォーマンス上のバランスを取ることが必要です。( ) 
送信時間に問題がないのであれば、バッチ・インターバルの値をあまり大きく設定しないようご注意ください。

大きすぎる値を設定すると、作業単位 の時間が長くなってしまう危険があります。 (Unit of Work)  
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同期要求応答/
応答時間が重要な場合、BatchInt を使用しないほうが良い
永続ボリュームが小さい場合、バッチ・サイズを小さくする

非永続メッセージ・フローの場合、NPMSPEED(FAST) および BatchInt に 以外を使用 0 

シナリオ 3

メッセージに対する
より早い応答時間

確認フロー当たり
より少ないメッセージを送信
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シナリオ 説明 3 ( )
番目のパフォーマンス・チューニングのシナリオは、応答時間が重要となる同期要求応答モデルです。3 /

これはシナリオ と同じような状況ですが、 回のバッチ内のメッセージ数ではなく、より早い応答時間に重点が置かれている点でシナリオ と異なります。 2 1  2 
永続メッセージのボリュームが小さい場合は、より小さなバッチ・サイズを使用し、バッチ・インターバルを全く使用しないか、

またはメッセージを確実にタイムリーに使用可能にするために数秒という非常に小さな値を使用するかを検討することになるでしょう。

非永続メッセージがある場合、非永続メッセージ・スピードすなわち NPMSPEED に を使用し、バッチ・インターバルに FAST  0 
でない数を設定します。これは非永続メッセージが高速チャネルを介して配信され即時に使用可能になります。バッチ・サイズ値も使用されますが、応答時間には影響はありません。

以下の数値を参考にしてください:
秒当たりの非永続メッセージが1  と予想される場合、 秒30 BatchInt=2000 (2 ) 、および有効なバッチ・サイズを にするために 50  BatchSize=50 

を設定します。
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トラステッド・バインディング

MCA

 通常のチャネル

LQM
エージェント  

IPC

MCA

 トラステッド・バインディング使用のチャネル

LQM
エージェント

単一プロセスとして稼動

MCA およびローカル・キュー・マネージャー・エージェント
MCA MQI コマンドに対する IPC オーバーヘッドがない

非永続メッセージの場合は影響大 

キュー・マネージャー ini ファイルで構成
スタンザchannels 

MQIBINDTYPE=FASTPATH
チャネル出口のテスト時は使用不可

以下のコマンド発行には要注意 

STOP CHL() MODE(FORCE)
(V5.3 以前)

STOP CHL() MODE(TERMINATE)
V5.3
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トラステッド・バインディング 説明 ( )
プロダクトが複数システムに分散している環境では、デフォルトで、すべてのキュー・マネージャーの命令は、

実際にはエージェントと呼ばれるアプリケーションとは別のプロセスによって実行されます。

各 コールは、 プロセス間通信メカニズムを介して、エージェント・プロセスに送信されます。これはアイソレーション 分離を目的として行われます。 API   IPC ( )  ( ) 
アプリケーションはキュー・マネージャー・リソースまたはメモリーを直接アクセスしません。しかし、各 コールはプロセスの切り替えであるため、パフォーマンスに影響があります。 MQI 
非永続メッセージの場合、コールにかかるコストの約 がプロセス・スイッチに関するものです。 60 %  
すべてのアプリケーションは、「トラステッド」モードで実行させることができます。これは、キュー・マネージャー機能をアプリケーションに組み込んで直接実行することを意味します。

通常はこのモードでアプリケーションを実行しないことをお奨めします。しかし、チャネルは製品コードであるため、

高速 の「トラステッド」アプリケーションとして実行するのに適しています。 (fastpath) 
デフォルトでは、チャネルは通常のアプリケーションとして実行されますが、 ファイルの スタンザでQM.INI  channels  MQIBindType=FASTPATH 
と設定すると、すべてのチャネルがトラステッド・モードで稼働します。

チャネル出口には注意が必要です。チャネル出口は に組み込まれて稼動されるため、キュー・マネージャー・エージェントと同じメモリー・スペースに存在します。 MCA 
チャネル出口をこのモードで稼働させる前に、徹底的にテストする必要があります。

より前のリリースで コマンドを使用する場合も注意が必要です。V5.3  STOP MODE (FORCE) 
また、 で コマンドを使用する場合も注意が必要です。V5.3  STOP MODE (TERMINATE) 
どちらの場合も、チャネルが強制終了された場合に、クリーンアップが完全には実行されない可能性があるため、キュー・マネージャーが壊れたり停止したりする可能性があります。 
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パラメーター・リファレンス
チャネル 説明
HBINT ハートビート・インターバル

BATCHSZ 回のバッチのメッセージの 大数1
BATCHINT メッセージのバッチの 短存続期間

DISCINT チャネル切断までのインターバル

SHORTRTY, SHORTTMR
LONGRTY, LONGTMR

チャネル再試行の回数およびタイマー

MRRTY, MRTMR
MREXIT, MRDATA

メッセージ再試行の回数およびタイマー、出口 は除く (z/OS )

スタンザQM.INI - channels XPARMS 説明
AdoptNewMCA ADOPTMCA 切り替えチャネル・タイプ

AdoptNewMCATimeout 切り替え休止タイムアウト

AdoptNewMCACheck ADOPTCHK 切り替えパラメーター・チェック

KeepAlive TCPKEEP キープアライブの使用

MQIBindType チャネル FASTPATH バインディング

環境変数 XPARMS 説明
MQRCVBLKTO RCVTIME 受信待ちタイムアウト

MQRCVBLKMIN RCVTMIN 受信待ち 小タイムアウト
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この図は、パフォーマンスおよびリカバリー機能に影響を与えるチャネルの属性をリストしています。

実際のチャネル定義の一部である属性もあれば、 ファイルなど他の場所でセットアップする属性もあります。INI 

チャネル定義のパラメーターの詳細については、「相互通信」のマニュアルを参照してください。

分散プラットフォームでは、 ファイルに含まれるパラメーターは 　スタンザに存在し、 ではレジストリーで実装されています。QM.INI  channels Windows 
キー : HKEY_LOCAL_MACHINE/SOFTWARE/IBM/MQSeries/QueueManager/<QMNAME>
または のサービスを使用してください。MQSeries 

チャネル・イニシエーターのパラメーターは、 上で、分散プラットフォーム上のz/OS  QM.INI 
ファイルにある同じパラメーターの一部が提供されています。 は、XPARMS CSQ6CHIP マクロを使用してビルドされます。

パラメーター・リファレンス 説明 ( )
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